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※ 次回の「弘法さん」縁日は８月１０日 (月・祝 ) です。
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27･28番　松本観音浄誓院

29･30番　金寶山安心院

31･32番　萬燈山吉祥院

33･34番　法弘山明星院

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
夏
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
猛
暑
に
な
り
そ
う
で

す
。
コ
ロ
ナ
に
も
気
を
つ
け
て
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
は
岡
崎
城
近
く
の
岡
崎
旧
市
街

に
向
か
い
ま
す
。

★
松
本
観
音

   

二
十
五
・
二
十
六
番
か
ら
旧
街
道
を
南
下

し
て
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
旧

城
下
町
の
町
家
の
中
に
あ
る
の
が
二
十
七
番
、

松
本
観
音
浄
誓
院
。
浄
土
宗
の
お
寺
で
す
。

   

開
創
は
一
六
五
〇
年
（
慶
安
三
年
）
。
松

本
観
音
の
呼
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
尼
寺
。

本
堂
前
に
も
松
本
観
音
と
記
さ
れ
た
大
提
灯

が
吊
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

浄
誓
院
の
あ
る
松
本
町
は
か
つ
て
花
町
と

し
て
栄
え
、
街
中
に
あ
っ
た
当
寺
は
昔
か
ら

松
本
観
音
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

   

ご
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
は
鎌
倉
時
代
初
期

の
運
慶
作
と
伝
わ
り
ま
す
。
丈
約
一
・
五
メ

ー
ト
ル
、
眼
に
水
晶
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る

木
彫
の
秘
仏
で
す
。

   

戦
災
で
焼
失
し
た
も
の
の
、
一
九
五
二
年

（
昭
和
二
十
七
年
）
、
九
品
院
ご
住
職
が
托

鉢
行
で
再
建
。
以
来
、
九
品
院
ご
住
職
が
当

寺
の
住
職
を
兼
ね
て
い
る
そ
う
で
す
。

   

二
十
八
番
は
寺
内
に
あ
る
松
本
観
音
で
す
。

　

ご
本
尊
（
二
十
七
番
）
阿
弥
陀
如
来

　

ご
本
尊
（
二
十
八
番
）
十
一
面
観
世
音

　

ご
詠
歌　

清
ら
け
き 

誓
い
の
船
を 

ま
つ
も
と
の 

仏
あ
わ
れ
と

 

み
そ
な
わ
す
な
り

★
源
義
経
と
浄
瑠
璃
姫

   
二
十
七
・
二
十
八
番
か
ら
約
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
再
び
旧
街
道
を
南
下
し
、
岡
崎
城
を

右
側
に
眺
め
な
が
ら
名
鉄
名
古
屋
本
線
を
越

え
て
左
に
曲
が
り
、
六
所
神
社
に
隣
接
す
る

二
十
九
番
、
金
實
山
安
心
院
。
曹
洞
宗
の
お

寺
で
す
。

   

当
寺
の
前
身
は
源
義
経
建
立
の
妙
大
寺
。

義
経
が
ま
だ
牛
若
丸
の
頃
、
奥
州
下
向
の
折

に
知
己
と
な
っ
た
三
河
国
矢
作
宿
の
浄
瑠
璃

姫
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
寿
永
年
間
（
十
二

世
紀
末
）
に
建
て
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

   

兵
火
で
荒
廃
し
た
も
の
の
、
一
四
三
九
年
、

六
名
影
山
城
主
（
岡
崎
市
）
の
城
主
で
あ
っ

た
成
瀬
国
平
が
再
興
し
、
安
心
院
と
し
て
開

山
し
ま
し
た
。
成
瀬
氏
は
の
ち
に
犬
山
城
主

と
な
り
ま
す
。

   

ご
本
尊
は
源
義
経
が
日
夜
拝
ん
で
い
た
と

言
わ
れ
る
丈
約
二
十
セ
ン
チ
の
十
一
面
観
世

音
の
木
彫
座
像
で
す
。

   

三
十
番
は
、
本
堂
左
に
祀
る
金
峯
殿
で
す
。

　

ご
本
尊
（
二
十
九
番
）
十
一
面
観
世
音

　

ご
本
尊
（
三
十
番
）
千
体
地
蔵
尊

　

ご
詠
歌　

み
め
ぐ
み
に 

だ
か
れ
や
す
け
き 

心
こ
そ 

か
ね
宝
に
も 

ま
さ
り
こ
そ
す
れ

★
千
人
塚

   

二
十
九
・
三
十
番
か
ら
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
東
に
進
む
と
、
岡
崎
市
内
を
一
望
で
き
る

小
高
い
山
の
上
に
あ
る
の
が
三
十
一
番
、
萬

燈
山
吉
祥
院
。
真
言
宗
醍
醐
派
の
お
寺
で
す
。

   

こ
の
山
は
絵
女
房
山
と
呼
ば
れ
る
古
戦
場

跡
。
古
く
か
ら
地
元
の
人
達
も
立
ち
入
ら
な

い
山
で
し
た
が
、
毎
年
万
灯
を
掲
げ
て
戦
で

亡
く
な
っ
た
武
士
た
ち
を
供
養
。
い
つ
し
か

萬
燈
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

   

一
九
〇
五
年
、
英
照
法
印
阿
闍
梨
が
入
山
。

散
在
し
て
い
た
武
士
の
骨
を
集
め
て
千
人
塚

を
築
き
、
万
灯
を
焚
い
て
加
持
祈
祷
、
供
養

を
続
け
た
と
こ
ろ
、
や
が
て
山
の
霊
気
も
消

え
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）
に
開

山
。

   

加
持
祈
祷
の
霊
験
は
評
判
と
な
り
、
遠
方

か
ら
も
信
者
が
集
ま
る
心
通
霊
神
根
本
修
験

道
場
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

   

山
は
標
高
約
五
十
メ
ー
ト
ル
、
石
段
を
登

っ
て
い
く
と
樹
木
に
囲
ま
れ
た
急
な
参
道
に

は
石
仏
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

   

三
十
二
番
は
山
内
に
あ
る
萬
燈
山
大
師
堂

で
す
。

　

ご
本
尊
（
三
十
一
番
）
不
動
明
王

　

ご
本
尊
（
三
十
二
番
）
弘
法
大
師

　

ご
詠
歌

寺
の
名
も 

萬
燈
山
と
た
た
へ
し
を 

き
け
ば
た
の
も
し 

の
り
の
よ
ろ
こ
び

★
身
代
り
片
目
不
動
明
王

   

三
十
一
・
三
十
二
番
か
ら
国
道
一
号
線
を

南
東
方
向
に
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
旧
東
海

道
五
十
三
次
の
ひ
と
つ
藤
川
宿
に
あ
る
の
が

三
十
三
番
、
法
弘
山
明
星
院
。
真
言
宗
醍
醐

派
の
お
寺
で
す
。

   

ご
本
尊
は
身
代
り
片
目
不
動
明
王
。
当
院

の
前
身
は
熊
野
那
智
山
の
末
寺
と
し
て
の
草

庵
で
す
。

   

そ
の
昔
、
徳
川
家
康
と
鵜
殿
長
持
（
今
川

方
）
が
近
く
の
扇
子
山
で
交
戦
。
徳
川
方
が

劣
勢
の
中
、
白
衣
の
武
将
が
現
れ
て
加
勢
し
、

徳
川
方
が
辛
勝
。
し
か
し
、
そ
の
武
将
は
今

川
方
に
片
目
を
射
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

   

家
康
が
戦
勝
の
お
礼
に
戦
場
近
く
の
草
庵

を
訪
れ
る
と
、
ご
本
尊
の
不
動
明
王
の
片
目

が
つ
ぶ
れ
て
い
た
と
い
う
逸
話
が
伝
わ
り
ま

す
。

   

草
庵
は
や
が
て
寺
と
な
り
、
当
院
が
開
創

さ
れ
た
の
は
一
六
七
五
年
（
延
宝
三
年
）
。

三
河
一
円
の
修
験
者
の
道
場
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。

   

以
来
、
歴
代
の
徳
川
将
軍
や
各
地
の
大
名

は
、
参
勤
交
代
の
折
に
当
院
に
立
ち
寄
り
、

武
運
長
久
や
道
中
安
全
を
祈
願
し
た
そ
う
で

す
。

   

三
十
四
番
は
本
堂
左
に
あ
る
大
聖
殿
、
行

者
堂
で
す
。

　

ご
本
尊
（
三
十
三
番
）
身
代
り
片
目
不
動
明
王

　

ご
本
尊
（
三
十
四
番
）
開
運
厄
除
け
弘
法
大
師
、

役
行
者

　

ご
詠
歌　

一
心
に 

祈
る
心
の
尊
き
を

 

不
動
は
き
き
て 

願
か
な
え
ん

★
近
藤
勇
首
塚
の
法
蔵
寺

   

来
月
は
旧
東
海
道
を
さ
ら
に
進
み
、
本
宿

の
法
蔵
寺
に
向
か
い
ま
す
。
新
選
組
近
藤
勇

の
首
塚
が
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
後
は
豊
川
市
に
入
り
ま
す
。

乞
ご
期
待
。

   


